
広島県における土砂災害対策
～平成30年７月豪雨災害を踏まえた取組～

令和２年12月16日

広島県土木建築局 砂防課長 山本悟司
1



本日お話しすること

１．平成30年７月豪雨災害の被害状況

２．平成30年７月豪雨災害後の取組

３．令和２年度からの新たな取組

４．今後の土砂災害対策の実施方針
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１．平成 3 0年７月豪雨災害の被害状況
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死亡・行方不明 154名

関連死 40名

その他 114名
土砂災害
で被災 87名

＜人的被害＞（Ｒ２.2.10）

（写真提供）三原市

土砂災害 1,242箇所〔23市町〕

浸水被害 破堤 12河川，越水 90河川

＜その他の主な被害状況＞
（写真提供）三原市
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死者・行方不明者１５４名 過去５０年で最大の人的被害

平成30年７月豪雨災害の被害状況等



広島市安芸区矢野東7丁目外【12名死亡】

※発生件数は土砂災害危険箇所で土砂災害が発生した
箇所，土砂災害危険箇所以外で土砂災害による人的
被害及び人家
被害等が発生した件数（広島県土木建築局砂防課調べ）

坂町小屋浦【15名死亡】

呉市天応西条外【10名死亡】 熊野町川角５丁目【 12名死亡】

土砂災害による人的被害
計 87 名

土砂災害発生状況
土砂災害発生箇所数(※)

1,242 箇所
土石流（609箇所）
地すべり（1箇所）
急傾斜（632箇所）

凡
例

東広島市西条町下三永【３名死亡】

全国の年間発生件数（約1,000箇所/年※）を上回る1,242箇所で
土砂災害が発生

※ Ｈ25～29年度の全国の年間発生件数の平均値

平成30年７月豪雨災害の被害状況等
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土砂流出確認範囲
（航空レーザ測量＋国土地理院判読での算出）

H30.7航空レーザ測量範囲

土砂流出確認範囲
（航空レーザ測量結果での崩壊地等判読範囲

背景図：国土地理院タイル（標準地図） 国土地理院判読結果：国土地理院ウェブサイト（http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H30.taihuu7gou.html#6）

国土地理院判読結果(8/7時点）
（国土地理院判読による崩壊地等範囲

合計流出土砂量：約813万m3

平成30年７月豪雨災害の被害状況等
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全壊家屋
半壊家屋

住宅地

背景図：坂町都市計画図、地理院地図 平成30年7月豪正射画像広島坂町地区

• 複数の土石流が集中し，被害が拡大 被害状況（H30.8.13時点 災害対策本部最終版）
・土石流発生日時： 7月6日 19:25頃
・住家等被害：全壊31戸,半壊75戸
・人的被害 ：死者15人,行方不明者1名

平成30年７月豪雨災害の被害状況等
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• 航空レーザ計測による流出土砂の推定

区間③
20,600m3

区間②
13,400m3

区間①
27,400m3

※想定区間内の堆積値は支川や側岸からの流出土砂の堆積、
谷止工等による土砂堆積が含まれる場合があるため，侵食値の
みを1波の土石流による流出土砂量として集計

流出区間 流出土砂量※

区間① 27,400m3

区間② 13,400m3

区間③ 20,600m3石積堰堤

既設構造物

既設構造物

平成30年７月豪雨災害の被害状況等
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• 過去の災害と比較して，累加雨量※は1.6～2.6倍，降り始めから降り終わりまでの
時間は3.4~20.5倍

災害 累加雨量 降り始めから降り終わりまでの時間 観測所

6.29広島災害 232.5mm 24hr 1999/6/28 23:00～6/29 23:00 八幡川橋（広島市佐伯区）

庄原災害 174mm 4hr 2010/7/16 15:00～19:00 大戸（庄原市）

8.20広島豪雨災害 284mm 11hr 2014/8/19 18:00～8/20 5:00 三入（広島市安佐北区）

平成30年7月豪雨災害 459mm 82hr 2018/7/5 8:00～7/8 18:00 天応（呉市）

※降り始めから降り終わりまでの一連の降雨量の積算値。ここで降り始め、降り終わりとは、前後24時間以上無降雨であった場合を示す。
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• 過去の災害と比較して，CL超過時間は3.5倍以上
CL（修正前）
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4:00 土石流発生

7:20 CL下回る

2:40 CL超過

3:30 土石流発生

災害 CL超過時間 CL超過期間

6.29広島災害 2hr 1999/6/29 14:00～16:00

庄原災害 1.5hr 2010/7/16 16:30～18:00

8.20広島豪雨災害 4.5hr 2014/8/20 2:40～7:10

平成30年7月豪雨災害 16.7hr 2018/7/6 18:20～7/7 11:00
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※土壌雨量指数は
30分更新
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6.29広島災害

14:00 CL超過

17:00 CL下回る

16:00 土石流発生

平成30年7月豪雨災害

16:30 CL超過,土石流発生

メッシュコード
51323471

メッシュコード
34320805

メッシュコード
34331801

メッシュコード
51325389

18:30 CL下回る

平成30年７月豪雨災害の被害状況等
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２ ． 平 成 3 0 年 ７ 月 豪 雨 災 害 後 の 取 組
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○採択済の緊急事業箇所数 合計111箇所（砂防85箇所，急傾斜26箇所）

○令和元年度より採択された激特事業等箇所数 合計130箇所（砂防125箇所，急傾斜5箇所）

各事業主体で実施予定の事業
を取りまとめ，【平成30年7
月豪雨災害 砂防・治山施設
整備計画（緊急事業・激特事
業等）】として令和元年5月
17日に公表。

○各事業主体の事業箇所数内訳（単位：箇所）

※（ ）内数値は，災関フォロー箇所数

12
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平成30年7月豪雨災害 砂防・治山施設整備計画（緊急事業・激特事業等）
○各機関の緊急事業の進捗状況（令和2年11月末時点）※速報値

平成30年７月豪雨災害後の取組
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広島呉道路

整備後

整備後
二河川支川２１（熊野町川角）

復旧後

整備後
奥条川１（東広島市河内町） 被災状況

整備後

【県事業分】

区分 箇所数 R2.11月末の状況

緊
急
事
業

砂防 ８５ 44箇所完成

急傾斜 ２６ 25箇所完成

治山 ５９ 31箇所完成

被災状況

被災状況

天地川（坂町小屋浦）

被災状況

西６４４１地区（坂町横浜西） 白芽地区（福山市鞆町）

被災状況 角目４地区（府中市）

平成30年７月豪雨災害後の取組

潮見Ｇ地区（尾道市桜町）

整備後

整備後

整備後

被災状況

被災状況
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↑至 広島

↓至 呉

(激特)天地川

天地川支川１０

天地川支川９

天地川支川５(激特)天地川支川３

天地川(下流)

天地川支川１

天地川(上流)

天地川支川６

天地川支川２

天地川支川８

平成30年7月豪雨災害 安芸郡坂町小屋浦 工事計画

こ や うら

凡 例

緊急事業箇所

激特事業箇所

工事契約済箇所（緊急工事）

○○○ 強靭ﾜｲﾔｰﾈｯﾄ(仮設)

堰堤本体完了箇所（緊急工事）

(激特)天地川支川1-5

平成30年７月豪雨災害後の取組
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安芸郡坂町小屋浦（平成30年7月豪雨災害 災害関連緊急事業）

天地川支川５
【安芸郡坂町】

災関（砂防）

災関（急傾斜）

概成箇所

天地川支川６（安芸郡坂町小屋浦４丁目）

仮設工
（工事用道路）

堰堤本体打設工

天地川支川１（安芸郡坂町小屋浦4丁目） 天地川支川５（安芸郡坂町小屋浦４丁目）

堰堤工 H=7.5ｍ，L=38.0ｍ
R2.2月 本体完了

天地川支川９（安芸郡坂町小屋浦3丁目）

堰堤本体打設工

天地川支川８（安芸郡坂町小屋浦4丁目）

堰堤本体掘削工

天地川支川１０（安芸郡坂町小屋浦3丁目）

堰堤本体打設工

天地川支川２（安芸郡坂町小屋浦4丁目）

堰堤本体打設工

天地川【上流堰堤】（安芸郡坂町小屋浦4丁目）

堰堤工 H=12.5ｍ，L=63.0ｍ
R元.12月 本体完了

天地川【下流堰堤】（安芸郡坂町小屋浦4丁目）

堰堤工 H=8.0ｍ，L=43.0ｍ
R2.11月 本体完了

平成30年７月豪雨災害後の取組
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広 島 県平成30年7月豪雨災害 災害関連緊急事業 広報の取り組み
天地川 現場見学会（令和元年５月２８日） 中ヶ原川 現場見学会（令和２年６月２４日）

西福地川 出前講座（令和２年７月３１日）天地川支川５ 出前講座（令和２年７月２日）

平成30年７月豪雨災害後の取組
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○ ５段階の「警戒レベル」を用いた避難情報の発令について，国，市町や関係機関等と協
力して，周知を徹底（令和元年６月～）

○ 市町村が発表する「警戒レベル」と，防災情報との関連を明確にするため，県が発表する
防災情報に「警戒レベル相当情報」を表示（令和元年６月～）

避難を呼びかけるチラシ 警戒ﾚﾍﾞﾙ相当情報を追記

【土砂災害危険度】
現況で基準値超過(警戒ﾚﾍﾞﾙ4相当)

１時間後に基準値超過(警戒ﾚﾍﾞﾙ4相当)
２時間後に基準値超過(警戒ﾚﾍﾞﾙ4相当)
３時間後に基準値超過(警戒ﾚﾍﾞﾙ4相当)

◇情報提供／広島県砂防課
大雨警報(土砂災害)基準超過

(警戒ﾚﾍﾞﾙ3相当)
大雨注意報基準超過

(警戒ﾚﾍﾞﾙ2相当)
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土砂災害のおそれのある箇所を示す地図を全世帯に配布

○ 土砂災害の危険の周知を徹底するため、広島県のホームページでの公表に
加え、土砂災害のおそれのある箇所を示す地図を全世帯に配布

19
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○ インターネット検索会社ヤフー株式会社と共同開発した「防災マップ」を
令和元年６月から運用開始。スマートフォンのGPS機能を活用し位置情報に
対応した土砂災害危険度を配信するなど個人ごとに災害リスク情報を通知

（主な機能）
登録地点及び現在位置の危険が高まるとスマホに通知（Yahoo!防災速報アプリ利用時）
土砂災害に関する危険度のほか，雨雲レーダ，浸水想定区域，河川の危険度も確認可能

(土砂災害)

「防災マップ（大雨警戒レベルマップ）」による災害リスク情報の通知

(浸水想定区域)

(土砂災害)

(浸水想定区域)

(土砂災害)

(土砂災害)
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○ 自主防災組織の代表者等を対象に防災教室を開催し，防災情報を適切に活用
することで，地域が自ら判断できる防災知識の向上に向けた取組を推進

適切な避難行動を促す防災知識の向上に向けた取組
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○ 高齢者は避難を先延ばしにする傾向にあるため，高齢者への「声掛け避難」
をメッセージとした啓発ポスターの掲示を，令和元年６月から開始した。

配布先 実 績

ＪＲ西日本 40駅

市内電車 39駅,100両

県内バス 1,200台

病 院 250病院

小売店等 1200店

中・高等学校 426校

行政機関 23市町

個別依頼等 250枚

合計(枚数) 約5300枚

高齢者の避難を促す啓発ポスターの掲示
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（平成26年8月20日時点）
：指定済箇所

区域数：約48,000箇所区域数：約12,000箇所

（令和２年６月11日時点）

順 位 都道府県
土砂災害警戒区域数（R2.6）

計 土石流 急傾斜地 地すべり

１位 広島県 47,684 16,879 30,689 116

２位 島根県 32,268 13,248 18,299 721

３位 長崎県 30,424 4,400 25,031 993

【全国順位】
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砂防堰堤等が整備された後の変更

施設整備前 施設整備後

警戒区域

特別警戒区域

警戒区域

特別警戒区域

⇒解除（または縮小）

砂防堰堤

砂防堰堤等が整備されると，特別警戒区域が解除（または縮小）

砂防堰堤等の整備後も，計画している施設規模を超えた土石流等が発生する
場合があるので，警戒区域及びその周辺の住民は，少しでも危険度が低い場所
へ早めの避難が必要 24
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３ ． 令 和 ２ 年 度 か ら の 新 た な 取 組

25



○ 地域住民が常日頃から土砂災害のリスクを意識できる新たな取り組みとして，
土砂災害警戒区域等を示した標識を設置。（令和２年７月から順次設置予定）

標識イメージ図

◆実施方針（案）

• 小学校区ごとの土砂災害警戒区域等を示した標識を，小学校正門等に設置
（小学校に設置することで，防災教育への活用にも期待）

• 令和元年度中に実施計画等を策定し，令和２年度から標識設置を開始

26

熊野第四小学校（熊野町）

令和２年度からの新たな取組



「呼びかけ避難」や「率先避難」を促す啓発ポスター

○ 避難行動調査結果を踏まえ，「率先避難」の重要性を伝えるポスターを新たに
作成し，新たに県内全小学校，図書館等の市町関係施設にも配布予定先を追加

27
「率先避難」の重要性を伝えるポスター

「呼びかけ避難」のポスター

配布先

市内電車

ＪＲ西日本

県内バス

病 院

小売店等

中・高等学校

行政機関

配布先（追加予定※）

小学校

市
町
関
連
施
設

図書館

公民館

スポーツ施設

その他公共施設

※具体な配布先は市町と調整の上，決定する。

令和２年度からの新たな取組



○ 防災気象情報の信頼性を高めるため，土砂災害警戒情報の精度向上を図る
取組を行い，令和２年５月２６日から運用開始

28

令和２年度からの新たな取組

土砂災害警戒情報の精度向上

土壌雨量指数（地中の水分量）

1
時
間
当
た
り
の
雨
量

時間ごとの
雨量と水分
量の変化

新基準旧基準

土砂災害の発生予測精度を保ちつつ，
発表回数が約１割減少

土砂災害警戒情報の判定基準の
見直し（R2.6運用開始）

旧
基
準
で
は

発
表
対
象
に
該
当

土砂災害がいつ起きて
もおかしくないエリア

土砂災害
警戒情報
発表



旧 土砂災害ポータルひろしま 新 土砂災害ポータルひろしま

スマートフォン版
リンクを追加しました

避難の判断をする際に重要な土砂災害
危険度を中央に配置し，

～ポイント～
広島県『みんなで減災』県民総ぐるみ運動の行動目標，「知る」「察知する」「学ぶ」
ことを支援するコンテンツを画面上部に集約し，利用者が使いやすい表示内容に変更。

令和２年度からの新たな取組
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これからの防災情報

○ 『今いる場所』の土砂災害リスク，現在の土砂災害の危険度，とるべき行動，最寄の避
難所など，個々の状況に応じた，よりきめ細やかな防災情報の提供を開始
（令和２年９月～試行運用開始）

【機能①】 （一般県民向け）

『今いる場所』の災害リスク，とるべき行動，
近くの避難所が一目で分かる

【機能➁】（防災リーダー向け）

『今いる場所』の土砂災害の切迫度や予測
雨量など詳しい情報が簡単に入手できる

【土砂災害発生危険基準線(CL)】
土砂災害の切迫度を図やグラフ
で可視化

【観測雨量一覧】
最寄りの雨量観測所の３時間先
予測累加雨量を表示

①「現在地」
現在地が土砂災害警戒区域等の
中かどうかを表示

➁「土砂災害危険度」
現在の土砂災害の危険度，
とるべき行動を表示

③「近くの避難所」
最寄りの避難所を２箇所を表示

①

②

③
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令和２年度からの新たな取組



○ 関係団体やメディアとの連携強化を図り，防災情報の発信力を強化

連携強化の具体的な事例

報道関係者との定例勉強会 R2.2.22

広島大学防災・減災研究センターとの連携会議 R元.12.19

番組出演による情報発信（NHK放送局）R2.3.6

報道機関を対象とした現場説明会 R1.12.13

令和２年度からの新たな取組
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４ ． 今 後 の 土 砂 災 害 対 策 の 実 施 方 針
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～着実かつ効果的な対策～
①再度災害防止のための緊急対応【重点対策・最優先】
②防災拠点の保全【重点対策】
③住宅密集地の効果的・効率的な整備【重点対策】
④ｲﾝﾌﾗ･ﾗｲﾌﾗｲﾝ等重要施設等の保全【重点対策】
⑤早期に対策が必要な箇所の保全
～老朽化対策～
①石積砂防堰堤の緊急改築

～将来にわたり指定効果が継続する取組～
①ＡＩ技術等を活用した基礎調査の高度化
②地域の避難計画等の作成支援
③警戒避難体制の整備を担う市町の支援
④避難情報を発令する市町の監視体制の支援

～効果的な啓発事業の推進～
①実施体制の強化による啓発事業の加速
②学習効果を高める効果的な防災教育
③自主防災組織等の活動支援
④避難の重要性を伝える取組
⑤報道機関との連携による発信力の強化

～きめ細やかな災害リスク情報の提供～
①土砂災害警戒区域等の認知度向上
②土砂災害の危険を直感的に伝える取組
③防災気象情報の信頼性を高める取組
④地域や個人毎に最適な防災情報の提供
⑤防災気象情報のオープンデータ化

ハード対策 ソフト対策

実施方針：被災地の再度災害防止に最優先で取り組むとともに、今後も激甚化
が懸念される土砂災害から県民の命と暮らしを守るため、着実かつ効果的な
ハード対策を進め、県民一人ひとりが土砂災害から命を守るために
適切な避難行動につながるソフト対策を推進する。

今後の土砂災害対策の実施方針
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【アクションプラン2016】 【今後の土砂災害対策の実施方針】

土砂災害啓発・伝承プロジェクト

災害の危険を直感的に伝える取組
（事前の周知）

効果的な防災教育
（事前の知識）

率先避難の重要性
（他者の力）

警戒区域の認知度向上
（事前の知識）

地域や個人ごとに最適な防災情報の提供
（災害リスクの察知）

防災拠点等の保全 重要インフラの保全

防災気象情報の信頼性を高める取組

流木捕捉工設置
防災拠点等の保全 住宅密集地等の保全 住宅密集地等の保全

土砂災害警戒区域等の指定の加速

着実なハード整備と土砂災害警戒区域等の指定の加速 等 着実なハード整備と適切な避難行動につながる取組の推進

情報伝達等の多様化を踏まえた警戒避難対策

土砂災害啓発・伝承プロジェクト

今後の土砂災害対策の実施方針
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